
 

２月7日（水）と２１日（水）、 

 ボランティアグループ 

「アリスの部屋」のみなさんが１年

生と２年生におはなし会をしてくれました。 

内容は、1年生は手ぶくろ人形「あめこんこん 

ゆきこんこん」と絵本「てぶくろがいっぱい」な

ど、 

2年生は絵本「おだんごスープ」「ゆうかんな 

アイリーン」とりんしょう「あめこんこん ゆき

こんこん」などでした。 

おはなしの時間をとって、ゆっくり読み聞

かせることは、子ども達にとって喜

びとなり、楽しみながら読書に親しむ習慣が

つくられます。 

読み聞かせの役割とは、子どもたちの「読書

の楽しみ」を広げることです。読み聞かせによ

って、子ども達と本をつなぐことができま

す。また、読み聞かせをする方に必要なこと

は、｢優れた子どもの本」とはどんなものか、「子

どもの本」のおもしろさとは何かなどを知ろうと

する努力が必要です。 

子ども達との喜びの時間は、今後ます

ます大切になってくるでしょう。 

 

 田中さん   小関さん   高原さん        １年生と２年生 


